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11月以降暖かい日が続いていましたが、日増しに寒さが厳しくなり、東北らしい冬が到来しました。学校
では、12月12日（火）から15日（金）まで、2学年の修学旅行が行われ、無事に3泊4日の京都・大阪の旅
を終えることができました。また、1学年では「大崎リボーンプロジェクト」の発表会、3学年では卒業後の社
会生活に向けた学習なども行われました。今号では、本校の地域貢献活動や１・3学年の取組について紹
介します。 ※ 修学旅行は1月号で紹介します。

図書委員会では、図書の貸出業務や読書週間の校内放送（朗読）など、読書の素晴らしさや魅力を

伝えるための活動に精力的に取り組んでいます。その中でも、社会貢献活動の一環として取り組んで

いる「読み聞かせボランティア」は活動の目玉であり、本年度の最終回が１１月１４日（火）に実施され

ました。本年度は、新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴い、前年度より回数を増やして６回実施

することができました。参加した児童は、絵本や紙芝居の読み聞かせに耳を傾け、遊びを通して本校生

と触れ合い、楽しい一時を過ごしていました。最終回には、本校生との別れを惜しむ声も上がり、児童の

皆さんから、心温まる寄せ書きをいただきました。ありがとうございました。

１１月２５日（土）には、鹿島台鎌田記念ホールを会場として「第７回キッズフェスティバル鹿島

台」（大崎市鹿島台子ども育成連合会主催）が５年ぶりに開催されました。会場では、子ども達が

楽しめる約２０種類ほどのレクリエーションコーナーが設けられ、本校も企画・運営に参加しまし

た。当日は、生徒会役員１０名が「おしごとたいけん」コーナーの運営と「お化け屋敷」のボランテ

ィアに分かれ、子ども達と触れ合いました。「おしごとたいけん」では、子ども達が店員役となって、

客役の本校生が持参した商品をバーコードリーダーで読み取り、釣銭を渡す接客体験をしてもら

う内容で、楽しそうに取り組んでくれました。商業科の専門学習を生かしながら、幼児期のコミュニ

ケーション能力の育成や金融教育につながる実践として、また「地域の子ども達を地域で育てる」

という地域貢献の視点からも「読み聞かせボランティア」と同様、意義深い活動になりました。

これまでの読み聞かせボランティアの取組は、自分にとって、とてもよい経験となりました。活動にあた
り、読む速度や声の大きさ、豊かな表現の仕方などを学ぶことができ、その中で児童と触れ合い、たくさん
の思い出をつくることができました。鬼ごっこやドッヂボールなどの遊びで見られる児童の笑顔がとても印
象に残り、児童の気持ちの変化や心の動きも知ることができました。このことは、次の活動の参考になる糧
でした。３年生は１１月１４日で最後の活動となりましたが、多くの思い出を残すことができたと思っていま
す。最終回では児童から別れを惜しむ声がありましたが、最後も笑顔で終えることができて、満足のいく活
動ができました。またこのような活動が増えるような取組をできる限り行い、今後の委員会活動がさらに発
展できるようにしていきたいです。（３年２組：大場飛鳥さん）

生徒会では、１１月２５日（土）に鎌田記念ホールで行われた「キッズフェスティバル」に企画・運営で参加し
ました。具体的には独自企画の「おしごとたいけん」ブースの運営と「お化け屋敷」のお手伝いをしました。対
象は幼児から小学校高学年までなので、子ども達に合った企画を時間をかけて話し合い、みんなで準備しま
した。「おしごとたいけん」では、実際に鹿商生がお客さんとして並び、幼児や小学生がバーコードで商品の金
額を読み取り、レシートの発行とおつりを渡すという店員側の体験をしてもらいました。最後にレシートと景品
をプレゼントしました。子ども達は慣れないことに苦戦していましたが、とても楽しそうに体験していたので、私
達も楽しく取り組むことができ、たくさんの方とコミュニケーションもとれたので、とても良い経験となりました。
（３年２組：我妻茜さん）

児童館の皆さん、たくさんのメッセージをあり

がとうございました。来年度も活動を通して

お会いできることを楽しみにしています。

児童の皆さんは、読み聞かせを真剣に聞いてく

れました。緊張もしましたが、ただ文章を読むだ

けではなく、抑揚や間、表情などに注意すること

で、主人公やその情景などのイメージを豊かに

できるよう気持ちを込めました。

いらっしゃいませ！○○○円になります･･･

よくできたね！すごいね！

お願いします。上手にできるかな？

お釣りも間違いありません。素晴らしい接客です。

２０２４年が皆さんにとって、良い

一年でありますように･･･



各学年では、テーマを「わたしのミライ」として、「総合的な探究の時間」を要とした進路探求学習を実施していま

す。進路や社会生活、生涯にわたる生き方・在り方に関する学習に取り組んでいます。１２月１日（金）には、３年生

を対象に「社会人準備セミナ－」と題して、社会人としての心構えや異年齢の方とのコミュニケーションの取り方に

ついて考え、社会人基礎力診断に取り組みました。また、１２月８日（金）には、２・３学年合同で「キャリア＋マネー

教室」を実施し、自身の強みをたくさん増やすこと、覚悟をもつことの大切さなどの社会人として生活するための心

構え、ライフプランとお金のやりくりなどの実践的な内容を学びました。そして、１２月１５日（金）には、１年生で「進

路ガイダンス」、３年生で「着こなしセミナー」を実施しました。「進路ガイダンス」では、自分の進路を主体的に決定

するために、就職や進学に関する社会情勢や学校生活とのつながりや時間管理の重要性について学びました。また、

職業別体験授業（２回）を受講し、各職業の特色や魅力、高校卒業後の進路など実践的な学習に取り組みました。

３年生「着こなしセミナー」では、紳士服のコナカの方を講師として、社会人としての常識の一つとして、スーツ・礼服

等の正しい着こなしやマナーについて御指導いただきました。４名の生徒がモデルとしてスーツを着用し、デザイン

や着こなしのポイントなどについて、楽しく学ぶことができました。3年生については12月で本テーマの学習は終了

しますが、1月には1学年で3回、2学年で2回の学習を予定しています。御協力いただきました講師の皆様、ありがと

うございました。

本校では互市や駅からハイキングなど、地域の皆様と連携した活動に取り組ん ９月号でお知らせしていた１年生「大崎リボーンプロジェクト」の

でいますが、地域の歴史や文化をより深く知るために１・２年生を対象に学年別 学習成果の発表会を１２月８日（金）に実施しました。本年度は、住

に「地域学習」を実施（２回）しました。両日ともあいにくの雨でしたが、鹿島台歴 みよい街づくりや観光資源、食品ロスなどの８テーマの発表が行わ

史研究会の御協力のもと、鎌田三之助の功績に触れながら、明治潜穴をはじめ、 れました。いずれも身近な生活につながる切実な課題で、各班とも

元禄潜穴や鶴田川サイフォン、鎌田三之助展示室などの要 約４ヶ月にわたる探究活動の成果を堂々と発表しました。優れた内

所を巡り、当時のことをイメージしながら学習しました。バス 容については、年明けの「学習成果発表会」で改めて発表する予定

の手配から各所でのガイドなど御協力をいただきました皆 です。また、選抜メンバーは、１月１４日（日）に行われる「『おおさき

様、ありがとうございました。本学習の成果を今後の活動 高校生タウンミーティング』×『宝探しトーク』」（大崎市主催）で、活

の充実・発展に生かしていきたいと思います。 動で身に付けた見方・考え方、コミュニケーションスキルを存分に発

揮し、他校生との交流活動に参加する予定です。頑張ってください！

宮城県鹿島台商業高等学校

〒９８９－４１０４

大崎市鹿島台広長字杢師前４４

ＴＥＬ ０２２９－５６－２６６４

◆今後の主な行事（予定） ＦＡＸ ０２２９－５６－２４６１

１月 ９日（火） 全校集会・生徒会役員認証式・火曜②～⑥

１月１２日（金） 第３回基礎力診断テスト
※ ホームページは

１月１８日（木） 学習成果発表会（鎌田記念ホール）
こちらから →

１月１９日（金） ２年生進路ガイダンス・３年生入社準備セミナー
https://kasimadai-ch.

１月２１日（日） 全商情報処理検定
myswan.ed.jp/

１月２８日（日） 全商簿記実務検定

＜感想＞
●ガイドの方の説明がとてもわかりやすく、初めて知る
ことが多かったです。民のために鎌田さん自身も努力
して、自分が贅沢せず、わざと古いような服を着て、民
に贅沢させないよう見本になったり、自分のことよりも
民のことを最優先する前向きなところがすごいと思い
ました。鹿島台が昔より豊かになったのは、鎌田さん
のおかげなんだなということを改めて学びました。
●学習を通じて「水がすごい怖い」と思いました。その
せいで農業がだめだったり、氾濫などが起こったりし
て、たくさんの人が巻き込まれてきたのかなと考え、悲
しくなりました。それを踏まえて、三之助さんの考えと
行動力は素晴らしいと思いました。三之助さんのおか
げで色々な工事ができたそうですが、その工事も命が
けで、たくさんの方が亡くなっていることも知りました。

ガイドの方の案内で、明治潜

穴などを巡りました。百聞は一

見にしかず、「本物を見る」こ

との大切さを実感しました。

鹿島台歴史研究会の皆さんと記念撮影。

貴重な機会となりました。

「小さな大人」として、地

域にできることを考え、些

細なことでも、こつこつ実

践を積み重ねる。そのこと

が「大きな大人」への大切

な一歩になります。

＜着こなしセミナー＞

スーツを着ると見た目だけではな

く、心もビシッと整いますね。

＜進路ガイダンス（１年生）＞

プロフェッショナルの技能に

驚きです。単に「好き」では務

まらないことを実感しました。


